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令和７年第６回府中市教育委員会定例会議事録 

 

１ 開 会  令和７年６月１９日（木） 

       午後３時００分 

  閉 会  令和７年６月１９日（木） 

       午後４時４４分 

２ 出席者 

  教育長 酒 井   泰  委 員 日 野 佳 昭 

委 員 山 下 和 則  委 員 田 中 亜衣子 

３ 欠席者 

委 員 山 中 ともえ 

４ 出席説明員 

  教育部長       山 下 隆 久  文化スポーツ部長    矢ケ﨑 幸 夫 

  教育部学校施設整備担当副参事      文化生涯学習課長    平 澤 佐一郎 

兼学校施設課長    高 橋   潤  文化生涯学習課長補佐  斎 藤 麻 美 

  教育部副参事兼指導室長         ふるさと文化財課長   江 口   桂 

志 村   安  ふるさと文化財課長補佐 廣 瀨 真理子 

教育総務課長     松 本   寛  文化資源活用担当副主幹 藤 原 裕 司 

教育総務課長補佐   浅 見 公 博  スポーツタウン推進課長補佐 

  学校施設整備担当主幹 曽 根 邦 友              塚 本   淳 

新たな学校づくり担当主幹        新総合体育館整備担当副主幹 

國 分 大 樹              奥   恭 平 

  学校施設課長補佐   大 南 尚 也  図書館長        楠 本 順 子 

  学務保健課長     須 田 茂 也  美術館副館長      鎌 田   享 

学務保健課長補佐   横 山 聖 子   

  給食センター所長   大 木 忠 厚   

  給食センター副所長  鈴 木 雄 介   

教育指導担当主幹   佐 藤   公 

教育・就学相談担当主幹 

             鈴 木 正 憲   

指導室長補佐     石 渡 通 暁   

  統括指導主事     鈴 木   篤   

  指導主事       林   達 樹   

  指導主事       中 尾 友 昭   

  指導主事       弘 井 一 樹 

  指導主事       菱 倉 裕 輔 

５ 教育委員会事務局出席者 

  教育総務課総務係長  大 沢 直 樹 

  教育総務課主任    青 木 なつみ 
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議 事 日 程 

第１ 議事録署名員指名について 

 

 

第２ 会期決定について 

 

 

第３ 議案 

 第３９号議案 

  臨時代理による処理の承認を求めることについて（府中市教育委員会事務局職員の人事

異動について） 

 第４０号議案 

  臨時代理による処理の承認を求めることについて（奨学資金給付事業の廃止に係る条例

の申出の撤回について） 

 第４１号議案 

  府中市学校教育プラン検討協議会諮問事項等について 

 第４２号議案 

  令和７年度府中市立学校給食センター運営審議会委員の委嘱について 

 第４３号議案 

  府中市教育委員会いじめ問題対策委員会委員の委嘱について 

 第４４号議案 

  府中市教育委員会いじめ問題対策委員会諮問事項等について 

 第４５号議案 

  府中市図書館協議会委員の変更について 

 第４６号議案 

  府中市教育委員会事務局職員の人事異動について 

 

第４ 報告・連絡 

 (1) 令和６年度における府中市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び

評価に係る報告書（案）について 

 (2) 府中市学校施設改築・長寿命化改修計画及び府中市立学校の適正規模・適正配置に係る説明

会の開催状況について 

 (3) 学校プール整備方針策定に向けた検討について 

 (4) 就学支援シート（かけはしシート）の活用について 

 (5) 令和６年度青少年音楽事業について 

 (6) 令和６年度生涯学習関連事業について 

 (7) 令和６年度文化財保護・普及事業等について 

 (8) 令和６年度社会体育事業について 

 (9) 令和６年度図書館利用状況について 
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 (10) 令和６年度美術館関連事業について 

 (11) 郷土の森博物館「プラネタリウム夏番組」について 

 (12) 「御殿地ナイトテラス」の開催について 

 (13) 令和７年度プール開催日程について 

 (14) 寄附の採納について 

 

第５ その他 

 

 

第６ 教育長報告 

 

 

第７ 教育委員報告 
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午後３時００分開会 

○教育長（酒井 泰君） ただいまより、令和７年第６回府中市教育委員会定例会を開会い

たします。 

本日の定例会において、山中委員が都合により欠席する旨の届出を受けておりますが、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第３項の規定により、教育長及び在任委員

の過半数の出席を得ていますので、この定例会は有効に成立いたします。 

                    ◇                

○教育長（酒井 泰君） 日程第１、議事録署名員指名につきまして、本日の教育委員の議

事録署名員は、山下委員にお願いいたします。 

                    ◇                

○教育長（酒井 泰君） 日程第２、会期の決定でございますが、会期は本日１日といたし

ます。 

                    ◇                

◎傍聴許可 

○教育長（酒井 泰君） 傍聴希望者がおりますので、許可してよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○教育長（酒井 泰君） それでは、許可いたします。 

 本日の議案のうち、第３９号議案及び第４６号議案は人事案件ですので、非公開扱いとし、

議事進行の都合上、議事日程の最後に審議することとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長（酒井 泰君） それでは、「日程第７ 教育委員報告」の後、定例会を中断し、

非公開会議で定例会を再開して、第３９号議案及び第４６号議案を審議いたします。 

 傍聴の方に申しあげます。第３９号議案及び第４６号議案につきましては人事案件のため、

また、報告連絡の資料１につきましては手続未了のため、資料を配布しておりませんので、

ご承知おきください。 

                    ◇                

◎第４０号議案 臨時代理による処理の承認を求めることについて（奨学資金給付事業の廃 

止に係る条例の申出の撤回について） 

○教育長（酒井 泰君） 日程第３、第４０号議案の審議に入ります。議案の朗読をお願い

します。 

（事務局朗読） 

○教育長（酒井 泰君） 説明をお願いします。 

○教育総務課長補佐（浅見公博君） それでは、第４０号議案「臨時代理による処理の承認

を求めることについて（奨学資金給付事業の廃止に係る条例の申出の撤回について）」、お

手元の議案書に基づき、ご説明させていただきます。 

 恐れ入りますが、議案書１ページをお開きください。奨学資金給付事業の廃止に係る条例

の申出の撤回については、特に緊急を要し、委員会を招集する時間的余裕がなかったことが

明らかであったため、府中市教育委員会の権限委任等に関する規則第６条第１項の規定に基

づき、教育長が臨時に処理事務を代理いたしました。本件につきましては、先の規則第６条
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第２項の規定に基づき、臨時代理による処理の承認を求めるものでございます。 

 議案書２ページをお開きください。内容といたしましては、奨学資金給付事業の廃止に係

る条例の申出について撤回するものでございます。１の経緯は、令和７年４月１７日開催の

令和７年第４回教育委員会定例会において、奨学資金給付事業の廃止に係る条例の廃止の申

出について、原案のとおり可決されたことを受け、府中市長に対し条例の廃止を申し出まし

たが、昨今の社会情勢を踏まえ当該申出の撤回を行うもので、２の理由としては、昨今の物

価高騰などの社会情勢を踏まえ申出内容を再考した結果、条例を廃止する時期を見直すこと

としたためです。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願い申しあげます。 

○教育長（酒井 泰君） 事務局の説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

 ほかにご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、お諮りいたします。第４０号議案「臨時代理による処理の承認を求めることに

ついて（奨学資金給付事業の廃止に係る条例の申出の撤回について）」、決定することにご

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長（酒井 泰君） 全員異議なしですので、原案どおり決定いたします。 

                    ◇                

◎第４１号議案 府中市学校教育プラン検討協議会諮問事項等について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして、第４１号議案の審議に入ります。議案の朗読をお願

いします。 

（事務局朗読） 

○教育長（酒井 泰君） 説明をお願いします。 

○教育総務課長補佐（浅見公博君） それでは、ただいま議題となりました第４１号議案

「府中市学校教育プラン検討協議会諮問事項等について」、お手元の議案書に基づき、ご説

明いたします。 

 議案書の裏面をご覧ください。府中市学校教育プラン検討協議会の諮問事項等について決

定するものでございまして、１の「諮問事項」は、第３次府中市学校教育プランの中間見直

しに関する事項についてで、２の「答申期限」は、令和７年９月３０日でございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議くださいますようお願い申しあ

げます。 

○教育長（酒井 泰君） 事務局の説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

 ほかにご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、お諮りいたします。第４１号議案「府中市学校教育プラン検討協議会諮問事項

等について」、決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長（酒井 泰君） 全員異議なしですので、原案どおり決定いたします。 

                    ◇                

◎第４２号議案 令和７年度府中市立学校給食センター運営審議会委員の委嘱について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして、第４２号議案の審議に入ります。議案の朗読をお願
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いします。 

（事務局朗読） 

○教育長（酒井 泰君） 説明をお願いします。 

○給食センター所長（大木忠厚君） ただいま議題となりました第４２号議案「令和７年度

府中市立学校給食センター運営審議会委員の委嘱について」、ご説明いたします。 

 恐れ入りますが、議案書の裏面をご覧ください。府中市立学校給食センター運営審議会委

員は、府中市立学校給食センター条例第４条及び当施行規則に基づき、教育委員会が委嘱す

るものでございます。本審議会は、教育委員会の諮問に応じて、給食センターの運営に関す

る事項を審議することとし、委員１８人以内をもって組織することとしております。委員の

構成は、記載の各選出区分から推薦をいただいておりますが、１７人中１１人の委員につき

ましては再任となっております。任期は、令和７年７月１日から令和８年６月３０日までの

１年間です。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○教育長（酒井 泰君） 事務局の説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

○委 員（日野佳昭君） 市の補助金によって、おいしい給食を提供していただいています

が、物価高騰による影響の見通しはいかがでしょうか。 

○給食センター所長（大木忠厚君） 現在、給食費の賄費から給食の材料を購入しておりま

す。昨今、物価高騰の影響を受けておりますが、現在のところ通常に購入できております。

今後の状況によって、心もとない状況になることが考えられますので、昨年度も行ったよう

に、補正予算の要望を検討していきたいと考えております。 

○教育長（酒井 泰君） よろしいでしょうか。補助金のことはいいですか。 

○委 員（日野佳昭君） まだ分からないと思うので、また改めて質問するかもしれません。 

○教育長（酒井 泰君） ありがとうございました。ほかにご質問ございますか。 

ほかにご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、お諮りいたします。第４２号議案「令和７年度府中市立学校給食センター運営

審議会委員の委嘱について」、決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長（酒井 泰君） 全員異議なしですので、原案どおり決定いたします。 

                    ◇                

◎第４３号議案 府中市教育委員会いじめ問題対策委員会委員の委嘱について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして、第４３号議案の審議に入ります。議案の朗読をお願

いします。 

（事務局朗読） 

○教育長（酒井 泰君） 説明をお願いします。 

○指導室長補佐（石渡通暁君） ただいま議題となりました第４３号議案につきまして、ご

説明いたします。 

 初めに、本委員会は府中市いじめ防止対策推進条例に基づき、いじめの防止等のための対

策を実効的に行うため、教育委員会の附属機関として設置しているものでございます。次に、

予定する委員構成につきましては、議案書の裏面をご覧ください。本委員会は、府中市いじ
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め防止対策推進条例に基づき、学識経験者２名、専門的知識を有する者として、法律、心理、

福祉の分野からそれぞれ１名の計５名で組織し、委員や所属等につきましては記載のとおり

でございます。また、委員の任期は、令和９年３月３１日まででございます。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○教育長（酒井 泰君） 事務局の説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

 ほかにご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、お諮りいたします。第４３号議案「府中市教育委員会いじめ問題対策委員会委

員の委嘱について」、決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長（酒井 泰君） 全員異議なしですので、原案どおり決定いたします。 

                    ◇                

◎第４４号議案 府中市教育委員会いじめ問題対策委員会諮問事項等について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして、第４４号議案の審議に入ります。議案の朗読をお願

いします。 

（事務局朗読） 

○教育長（酒井 泰君） 説明をお願いします。 

○指導室長補佐（石渡通暁君） ただいま議題となりました第４４号議案につきまして、ご

説明いたします。本議案は、府中市教育委員会いじめ問題対策委員会への諮問事項等につい

てお諮りするものでございます。 

 裏面をご覧ください。まず、１の「諮問事項」につきましては、府中市立学校のいじめの

防止等の対策を推進するための方策についてでございます。次に、２の「答申期限」ですが、

委員の任期に合わせ令和９年３月３１日とするものでございます。なお、答申につきまして

は、諮問事項が計画の策定といったものではございませんので、今後、開催する会議の中で

各委員からいただいた提案や意見の概要、また今後のいじめの防止等の対策として反映すべ

き点などを取りまとめる形を想定しております。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○教育長（酒井 泰君） 事務局の説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

 ほかにご意見ございますか。 

○委 員（日野佳昭君） 答申期限が令和９年３月３１日と書いてありますが、中間的な答

申というのはないのでしょうか。随分先の話になり、途中で何かご意見などをいただけると

ありがたいと思います。 

○指導室長補佐（石渡通暁君） 本委員会につきましては２年間の任期ということで、一旦、

諮問期限を２年後に置いているものでございます。各会議において、年２回想定しておりま

すが、それぞれの会議でいただいた様々なご意見や有識者からいただいたアドバイス等につ

いては、校長会、生活指導主任会等でも共有し、有意義な議事につきましては学校現場にお

いて実践してまいりたいと考えております。 

○教育長（酒井 泰君） よろしいでしょうか。ほかにご意見はございますか。 

 それでは、お諮りいたします。第４４号議案「府中市教育委員会いじめ問題対策委員会諮

問事項等について」、決定することにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○教育長（酒井 泰君） 全員異議なしですので、原案どおり決定いたします。 

                    ◇                

◎第４５号議案 府中市図書館協議会委員の変更について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして、第４５号議案の審議に入ります。議案の朗読をお願

いします。 

（事務局朗読） 

○教育長（酒井 泰君） 説明をお願いします。 

○図書館長（楠本順子君） ただいま議題となりました第４５号議案につきまして、ご説明

いたします。 

 議案書裏面をお願いいたします。本案は、令和６年第６回教育委員会定例会の第３７号議

案において、府中市図書館協議会委員の委嘱についてご了承いただきましたが、その後、２

名の委員について、１名は学校教育関係者として委員の選出元である学校からの申し出によ

り変更が生じ、もう１名については、学識経験者として東京農工大学より委員を推薦いただ

いておりますが、人事異動に伴う委員からの申し出により変更が生じたことから、当該委員

の変更をお諮りするものでございます。なお、変更となる委員の氏名は記載のとおりで、選

出区分は府中市図書館条例第６条で定めるものでございます。また、任期につきましては、

前任者の残任期間となります。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○教育長（酒井 泰君） 事務局の説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

 ほかにご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、お諮りいたします。第４５号議案「府中市図書館協議会委員の変更について」、

決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○教育長（酒井 泰君） 全員異議なしですので、原案どおり決定いたします。 

                    ◇                

◎令和６年度における府中市教育委員会の権限に属する事務の管理 

及び執行の状況の点検及び評価に係る報告書（案）について 

○教育長（酒井 泰君） それでは、日程第４、報告・連絡に移ります。報告・連絡の

（１）を教育総務課、お願いします。 

○教育総務課長補佐（浅見公博君） それでは、報告（１）「令和６年度における府中市教

育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に係る報告書（案）」に

ついて、資料１に基づきご説明いたします。 

 １ページをお開きください。府中市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価の実施について、趣旨と実施内容を示しております。１の「趣旨」でござい

ますが、教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基づき、

自らの権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を実施し、その結果に関する

報告書を作成し、議会に提出するとともに公表することが義務づけられております。本案に

つきましては、府中市教育委員会における主要な施策等の取組状況に関する点検及び評価を
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実施し、報告するものでございます。また、資料に記載はございませんが、同法第２５条第

３項の規定に基づき、教育長は教育委員会から委任を受けた事務の管理及び執行の状況を教

育委員会に報告することとなっており、本報告書案をもってこの報告に代えさせていただき

ますことをご承知おきください。次に、２の「実施内容」ですが、令和４年度から令和７年

度までの主な取組を評価の対象としており、前年度の取組及び事業の進捗状況を総括すると

ともに、課題や今後の方向性を明らかにするものとして毎年１回実施しております。また、

その客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方の意見を聴取し、その結果を取

りまとめた報告書を市議会に提出した後、ホームページ等で公表します。 

 次に、２ページに移りまして、令和６年度の府中市教育委員会の活動概要をご覧ください。 

 こちらから１３ページまでは、学校教育分野、社会教育分野の活動等について記載をして

おります。次に、１４ページをお開きください。基本的には、主な事業の評価が取組の評価

につながっていくという方向で評価を行ってまいりますが、表の下の注釈にあるとおり、主

な事業の平均評価点数だけで取組の評価を決定することが適当でない場合には、評価シート

にその理由を付記した上で点数とは異なる評価を行うこととしております。 

 １５ページに移りまして、３の「有識者意見」ですが、今後の事業展開の参考とするため、

教育委員会で実施した点検及び評価の概要について有識者の先生方から意見を聴取し、全部

で１８ある取組のうち市立幼稚園の運営に関する取組を除く１７の取組に対する意見を記載

するほか、全体に対する意見を７４ページ以降の「第４、点検及び評価に関する有識者から

の意見」に記載します。ご意見をいただく有識者の先生方は、表のとおり３名で、昨年度か

らの変更はございません。 

 １６ページ、１７ページをお開きください。このページから７３ページまで令和６年度の

府中市教育委員会の主な取組の点検及び評価を記載しております。こちらの一覧表は、令和

７年度まで４年間を通して評価の対象となる学校教育分野における取組になっておりまして、

次の１８、１９ページの社会教育分野における取組と合わせて１８の取組を記載しておりま

す。このうち、取組ナンバー１１の幼稚園については、令和４年度末で全ての市立幼稚園が

廃園となったことから、令和５年度以降は評価の対象としておりません。各取組と主な事業

の評価について４年間の推移を確認できるようにしており、一番右側に各取組の担当課を記

載しております。個別の取組と主な事業の評価につきましては、２０ページ以降に取組に関

する評価と、その取組を構成する主な事業の評価という順で記載しておりますので、それぞ

れご確認いただければと存じます。なお、今後の予定でございますが、有識者の方々から点

検評価に係るご意見をいただく意見聴取会を、教育長、教育委員との懇談を交えて開催する

予定となっております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○教育長（酒井 泰君） 何かご質問、ご意見はございますか。 

○委 員（田中亜衣子君） このような報告書にまとめていただいて大変見やすいです。あ

りがとうございます。５ページ、「ふちゅうの教育」の紙面ですが、こちらは大変お声がけ

が多くて、多くの方が目にされていると実感していた部分でございます。私が１年間担当さ

せていただいた中では、教育委員会表彰をこちらに掲載していただけないかと、ご意見申し

あげたのですが、とても多くの方に見ていただいているので、これまであったか分かりませ



- 10 - 

んが、教育委員会表彰の記事を期待しております。 

 そして、１６、１７ページで見開きを見ますと、確かにＡの評価を皆様が採点されている

２番のインクルーシブ運動会、４番の「はばたき」の解説、７番の校舎の改築、三小、六小

の学童クラブ、放課後子ども教室、給食については、生活の面でも大変改善されたという実

感が大きくあります。この評価表のとおりに子供たちも実感しているのではないかと考えて

おります。 

 １８ページ、１９ページについても、特に去年、前年度は美術館でのイベントで大きなも

のがあり、Ａ評価になっているのではないかと思っております。 

 このような報告書があると、１年間を振り返って、とても見やすいと思っております。総

合計画審議会等に参加している中でも感じていますが、あまり専門的に携わっていない方に

こういった成果を発表するときは、言葉を統一することが伝えるための近道だと考えており

ます。実際に総合審議会起草委員会の中でも、「学びの多様化学校」や「サポートルーム」

という固有名詞について、有識者の先生でも誤解されている部分があると感じておりますの

で、報告書の中で語句の統一をして、語句の意味を伝えることが一番分かっていただきやす

いのではないかと考えました。私からは、以上です。 

○教育長（酒井 泰君） 委員のご発言の中で、教育委員会表彰について、記事に載るのか

というご質問がありましたのでお願いします。 

○教育総務課長補佐（浅見公博君） ご質問をいただきました教育委員会表彰について紙面

に掲載するということでございますが、現在、教育広報に記事を掲載しているところでござ

いまして、引き続き、掲載してまいりたいと考えております。 

 続きまして、言葉の統一という部分でございますが、他の計画などと統一して誤解を招か

ない表現としてまいりたいと思います。 

 また、ご指摘いただいた評価の部分などについては、今後、意見聴取会などを踏まえまし

て、修正などを行っていく形で考えております。最終的に内容が固まりましたら、ご審議を

お願いしていただくことになろうかと思います。 

○教育長（酒井 泰君） それでは、ほかにご質問、ご意見はございますか。 

○委 員（日野佳昭君） 意見と質問です。２３ページ、学習指導等の充実、いじめに関す

る部分です。いじめの授業を年３回行っているとのことですが、以前からお話しているとお

り、先生から何か話してもらうだけではなく、子供たちが自らディベートを行い、いじめに

対する考えを子供たち同士で話し合う、子供たちだけで話し合う、そういった自主的な授業

をしていただきたいと考えております。先生方や親から言われるのではなく、自らが考え、

自らがいじめはよくないという意見を言えるような体制をつくっていただきたいと思います。

ただ、これは高学年、５年生、６年生でないと難しいとも思います。 

 次に２９ページ、学校組織の人材の支援です。１つ質問は、スクールロイヤーは今年の１

年間で何名の問題についてお願いしましたか。内容についてお答えいただかなくて結構です。 

 ２つ目は、教員１人当たりの１か月の時間外在校等時間は、徐々に減ってきてはいますが、

在校時間が減った分、自宅で授業の準備等に時間を費やしていると想像します。その点につ

いての調査をお願いしましたが、どうなっているか。簡単なアンケートでも良いので、そう

いった情報が知りたいです。 
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 また、学校に慣れない小学校低学年のエデュケーション・アシスタントは今年度から配置

していると書いてあります。その効果どのようなものか教えていただきたいです。続いて、 

３３ページ、４の教育相談・教育支援です。不登校については、教育委員会でも最重要項目

として色々な施策を考えていますが、徐々に増えています。これは、違うアプローチが必要

な時期に来ているのではないかと思います。これは意見です。 

 最後に、今年は５月からプールが始まっていますが、その辺の感想など聞かせていただけ

ればと思います。以上です。 

○教育長（酒井 泰君） まず、いじめの防止といった形で、これはご意見かもしれません

が、自ら児童・生徒が考えるご意見についてということ、さらにスクールロイヤーの件数、

３点目は、時間外労働に関してのいわゆる持ち帰りの業務に関してのアンケートを取ること

について、そのほか、エデュケーション・アシスタントの効果、そして５月からのプールの

実施の感想、以上の点について、それぞれ順次、回答をお願いします。 

○教育指導担当主幹（佐藤 公君） 私から、いじめの授業に関してお答えいたします。 

 本市におきましては、これまでも教員が主導する授業ではなく、子供たちが自ら考え、共

に学ぶ授業というのを全ての教育活動を通して推進してきているところでございます。 

 これは、いじめの授業に関わることだけではなく、全ての授業において推進しております。

当然、年３回のいじめの授業におきましても、教員がする授業ではなくて、子供が自ら考え、

共に学び合いながら、自分たちでいじめがいけないということ、そして自分たちの自己肯定

感を高めていくようなことが大事だということを日々考えることが重要でございますので、

引き続き、教育委員会としましては、学校でこういった授業が行われていくよう周知徹底の

ほうを図ってまいります。 

○指導室長補佐（石渡通暁君） 続きまして、スクールロイヤーの件数でございますが、対

面またはメールで行っておりまして、昨年、対面では年間の延べ件数で２９件の案件を相談

させていただいています。またメールでも６件相談させていただいており、合計で３５件と

なっております。 

 続きまして、時間外在校等時間の自宅への持ち帰りの部分でございますが、現状において

その調査等は行っておりませんが、今後、国において、働き方改革についての指針を出すと

いうことがありますので、それらを踏まえた上で、働き方改革推進プランの改定作業を行っ

てまいります。その中で、どのような実態把握が望ましいかということにつきまして、検討

してまいりたいと考えております。 

 続きまして、３点目のエデュケーション・アシスタントの効果でございますが、まだ２か

月半というところではございますが、今までの学校経営支援員は、学年を縛らずに任用して

いましたが、低学年の特定学年に入るとこととなり、学校では、低学年にしっかりサポート

に入ることができ、安定した学級運営ができていると認識しております。 

○教育指導担当主幹（佐藤 公君） 続きまして、５月からのプールの実施の効果について

でございますが、校長先生に話を聞いたところ、天候に左右されずに早めに始めることによ

って計画的に水泳の授業が実施できており、一定の効果があるとお答えいただきました。 

 今年度から始めたところでございますが、引き続き、次年度以降もこういったことができ

るように続けてまいります。 
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○教育長（酒井 泰君） よろしいでしょうか。ほかにご質問、ご意見ございますか。 

 それでは、報告・連絡の（１）について了承いたします。 

                    ◇                

◎府中市学校施設改築・長寿命化改修計画及び府中市立学校の適正規模・適正配置 

に係る説明会の開催状況について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして報告・連絡の（２）を学校施設課、お願いします。 

○新たな学校づくり担当主幹（國分大樹君） それでは、報告（２）「府中市学校施設改

築・長寿命化改修計画及び府中市立学校の適正規模・適正配置に係る説明会の開催状況につ

いて」、資料に基づきご説明いたします。 

 恐れ入りますが、教育委員会定例会資料２をご覧ください。府中市学校施設改築・長寿命

化改修計画及び府中市立学校の適正規模・適正配置に係る説明会の開催状況についてでござ

いますが、広く市民への周知を目的としてオープンハウス及び説明会を開催いたしました。 

 初めに、１のオープンハウスにつきまして、（１）の開催日時等でございますが、開催日

は４月８日、９日の２日間で、開催時間は記載のとおりでございます。場所は、フォーリス

１階、光と風の広場において、当該計画及び適正規模・適正配置に係る取組状況の内容を記

載したパネル展示を行いました。来場者数につきましては、２日間、合計で３７０人の方に

パネルをご覧いただいたほか、展示内容に対するご意見をいただきました。 

 次に、２の説明会につきまして、（１）の開催状況等でございますが、開催日時は４月 

２８日、３０日、５月２日の３日間で、開催時間は記載のとおりでございます。場所は、武

蔵台、 西府、中央の各文化センターにおいて開催いたしました。参加人数につきましては、

武蔵台文化センターで３８人、西府文化センターで３３人、中央文化センターで４人、３か

所の合計で７５人の方にご参加いただきました。統合検討校に関する今後の取組といたしま

しては、当該校の保護者や地域の方々の意見を聞く機会を設けて丁寧な説明と意見交換に努

めてまいります。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○教育長（酒井 泰君） 何かご質問、ご意見ございますか。 

○委 員（日野佳昭君） 説明会では、どのようなご意見がありましたか。また、武蔵台文

化センターは、西府文化センターより近いので比較的人数が多かったと思いますが、この人

数では、まだ話を聞いていないと言われてしまいます。今後、学校を使った説明会も行った

方が良いと思います。３８人、３３人しかないというのは、話を聞いていないという人が出

てきてしまいます。また、保護者中心の説明会も行う必要があると感じます。それは学校で

できますので、一番身近に感じていらっしゃる保護者を対象とした説明会を行ったらどうで

しょうか。以上です。 

○新たな学校づくり担当主幹（國分大樹君） まず、ご意見というところでございますけれ

ども、オープンハウスでは、学校改築の時期に関するご意見、トイレ、プールなどの設備に

関することや防犯対策に対するご意見をいただいたところです。説明会におきましては、学

校統合に伴う通学時間や通学時の安全確保などの課題を訴えるご意見ですとか、武蔵台で言

いますと警察官舎の跡地がありますので、そちらの活用、都市計画道路沿道の用途地域の見

直しで住民が増える可能性もあるので、統合の必要性を再検討するべきではないかといった
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ご意見もございました。説明会の際にアンケートを取らせていただきまして、説明会の質疑

の中では、今、お話させていただいたようなご意見が多くございましたけれども、アンケー

トの中では、地域に人口が増える見込みがあまりないので統合に賛成であるとか、児童の数

が少ないので積極的に進めていただきたいというような前向きなご意見を頂戴した部分もご

ざいます。 

 続いて、保護者の説明会、あとは人数に関してというところでございますが、教育委員会

といたしましても、今回の説明会の人数は少なかったという認識も持っております。これだ

けでは足りないということも考えてございますので、今後、７月を予定していますが、各当

該校で特にまず小学校において、保護者会の場をお借りしまして保護者への説明を行ってい

けるように進めている状況でございます。 

○教育長（酒井 泰君） よろしいでしょうか。ほかに何かご質問、ご意見ございますか。 

 それでは、報告・連絡の（２）について了承いたします。 

                    ◇                

◎学校プール整備方針策定に向けた検討について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして報告・連絡の（３）を学校施設課、お願いします。 

○学校施設課長補佐（大南尚也君） それでは、「学校プール整備方針策定に向けた検討に

ついて」、お手元の資料に基づきご説明いたします。 

 恐れ入りますが、教育委員会定例会資料３をご覧ください。初めに、１の背景・目的でご

ざいますが、本市の小・中学校に整備しているプールは全てが屋外に設置されていることか

ら、近年の猛暑による熱中症のリスクが深まっており、これまで以上に安全面への配慮が必

要となっております。猛暑日等の場合は、熱中症のリスクを考慮して水泳授業を中止するこ

ととなり、水泳授業の開始時期を早めるなどの対応を取っているものの、年間指導計画どお

りの実施に苦慮する状況が長年続いております。また、施設面でも、多くのプールは校舎等

と同様に整備後５０年以上が経過し、更新が必要な時期を迎えようとしています。これらの

状況を踏まえて、令和７年１月に策定した第２次府中市学校施設改築・長寿命化改修計画で

は、学校プールの屋内化・集約化を検討することとしており、今回、学校プール整備方針の

作成に向けた検討状況について、次のとおりお示しするものでございます。 

 続いて、２のプール施設の整備状況につきまして、初めに、（１）の学校プールでござい

ますが、小学校は基本的に地上部平置きですが、改築校の三小、六小及び八小では屋上に設

置しています。また、中学校のうち一中から八中までは、重層体育館又は武道場の屋上に設

置しており、そのほかの中学校は地上部平置きとなっております。 

 次に、（２）の市内公共プールでございますが、市内には屋外プールとして市民総合プー

ル、美好水遊び広場、市民プール及び西府プールの４か所、屋内プールとして生涯学習セン

タープールの１か所、計５か所のプール施設を設置しています。 

 公共屋外プールについては、平成２９年１月に策定した学校施設の更なる活用と地域プー

ルの見直しに係る基本方針において、市民総合プール及び美好水遊び広場に集約を行う方針

としており、市民プール及び西府プールは、令和８年度を目途に、市民ニーズを見極めなが

ら施設の存続可否などを検討することとしています。また、市内唯一の屋内プールである生

涯学習センタープールについては、令和６年１０月に策定した府中市文化・スポーツ施設配
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置等適正化計画において、プールを含む体育機能について、府中基地跡地留保地周辺エリア

に移転する総合体育館と統合することとしており、新総合体育館の規模や機能等を検討する

中でプールの在り方を検討することとしています。次に、（３）の民間プール等でございま

すが、市内にはセントラルスポーツ府中、コナミスポーツクラブ府中の民間施設２か所が屋

内プールを有しています。また、近隣市では、多摩市のスポーツクラブＮＡＳ聖蹟桜ヶ丘や

国分寺市のルネサンス西国分寺などの民間プールのほか、東京都の施設として、調布市に武

蔵野の森総合スポーツプラザがございます。 

 続いて、３の新たな取組の検討でございますが、これらの状況を踏まえ、新たな取組とし

て記載の３点について検討を進めております。まず、（１）の屋内化の必要性でございます

が、近年の猛暑による熱中症リスクの高まりから、これまで以上に安全面への配慮が必要と

なっている状況において、年間指導計画に基づく水泳授業を安定的に実施するためには、今

後の学校プールの整備につきましては、屋内プールを前提とした検討を進める必要がござい

ます。次に、（２）の集約化の必要性でございますが、従来どおりの屋外プールの整備には

約２億円の建設費がかかる一方で、屋内プールを整備する場合、約７億円から８億円の建設

費がかかります。また、施設の耐用年数である６０年間のライフサイクルコストを比較しま

すと、屋外プールは約４億円から５億円であるのに対し、屋内プールは約３５億円の費用が

かかります。屋内プールの整備を想定する場合、財政負担を考慮すると、全ての学校に整備

するのではなく、複数の学校を対象とした拠点を設けるなど集約化を図る必要がございます。 

次に、（３）の民間プール等の活用の可能性でございますが、市内及び近隣市には民間や都

が運営する屋内プールが多数ございます。他市においては、民間等のプールを活用する事例

が増えており、本市においても令和６年度に三小で民間屋内プールを活用した水泳授業をモ

デルケースとして実施しております。このことから、今後も民間事業者との連携を図り、民

間プールを活用した水泳授業の実施が検討できるものと考えます。また、本市の公共屋内

プールとして生涯学習センタープールがございますが、施設の統合が予定されていることか

ら、今後、新総合体育館に屋内プールが整備される場合には、当該施設の活用の可能性につ

いても検討の余地があるものと考えます。 

 続いて、４の取組により期待する効果としまして、まず、（１）の計画的な水泳授業の実

施でございますが、学校プールを屋内で整備することで天候等に左右されず、年間指導計画

に基づく水泳授業の確実な実施が可能になるものと考えます。次に、（２）のプールの維持

管理等に係る教職員の負担軽減でございますが、既存の学校プールは日常管理を学校の教職

員が担っておりますが、民間プール等を活用する場合は、外部のプールを使用することから、

教職員による日常的な施設管理は不要となります。また、屋内プールを整備する場合、屋外

プールにはない空調、換気、照明等の設備の維持管理が発生しますが、民間事業者による施

設の維持管理を検討することで、教職員による施設の維持管理は不要となることが見込まれ

ます。次に、（３）の水泳指導の安全管理でございますが、水泳授業においては、複数の教

員や指導補助により、十分な人員を配置し、安全管理を徹底しております。民間プールの活

用等を実施する際は、教職員が行う水泳指導に当該事業者のインストラクターが補助として

入ることができるなど、児童生徒の安全管理の更なる徹底が図られるものと考えられます。 

 続いて、５の検討の方向性でございますが、新たな取組の検討や期待する効果を踏まえま



- 15 - 

して、今後、学校プール整備方針を策定するに当たり、次のような方向性で検討を進めてま

いります。まず１点目として、学校の改築に当たり、新たな屋外プールは整備しないことと

します。次に２点目として、民間事業者及び市関係部署との連携を図り、民間及び公共屋内

プールの活用を進めます。次に３点目として、民間プール等の活用状況を踏まえ、必要に応

じて屋内拠点プールを整備します。次に４点目として、民間及び公共屋内プールの活用や屋

内拠点プールの整備につきましては、学校プール整備方針を踏まえた実行計画を策定し、取

組を推進することとします。 

 最後に、６の今後の取組予定でございますが、本年６月から７月頃を目途に、児童・生徒

及び保護者を中心とした意見聴取を行い、その結果を踏まえた基本方針案を作成し、７月又

は８月の教育委員会定例会で報告を予定しております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○教育長（酒井 泰君） 何かご質問、ご意見はございますか。 

○委 員（田中亜衣子君） プールについては、前年から意見を持っておりまして、ご意見

申しあげておりますが、今の報告の内容について、事前にお送りいただいた資料を全部読む

というのはいかがなものでしょうか。要約していただくか、付属のちょっとした知識をつけ

ていただくというような報告が会議ではよろしいのではないかと考えます。 

 まずは、背景・目的、プール施設の整備状況を分析いただき、誠にありがとうございます。

保護者は、プールの授業では、水泳の授業としていわゆる技術の習得としての不安と熱中症

の二つの大きな不安を持っていると思います。それを改善していくためにこのように分析し

ていただいていると思いますが、新たな取組の検討というところで、今後の学校プールの整

備に関しては、改築・長寿命化改修計画を見ても、かなり長期にわたるということが想像し

えます。４の取組により期待する効果の全項目に対して、３の（３）民間プール等の活用の

可能性というのが一番前提条件を満たしていると考えられます。令和６年度の実績もあると

記載されていることから、今後の新総合体育館活用につなげるというご予定であれば、この

ように実施した統計を取ってそれを生かしていかれるのであろうと考えています。質問です

が、この民間屋内プールの利用、令和６年実施を踏まえまして、令和７年、令和８年の取組

校の予定について、具体的に検討状況をお聞かせいただきたいと思います。 

○学校施設課長補佐（大南尚也君） 令和７年、令和８年の予定につきましては、今年度策

定をいたしまして、そこから実施していく予定となっております。 

○教育部学校施設整備担当副参事兼学校施設課長（高橋 潤君） ご質問の令和７年度、令

和８年度の実施予定ですが、現時点での実施予定というのはございません。今後予定してい

ますのは、現在、これから改築実施校に当たります五小と九小、こちらで民間プールの活用

等も検討してまいりたいと考えているところでございます。 

○委 員（田中亜衣子君） そのようなお答えということは、直近では計画していなくて、

総合プールの方に使うデータとしてもまだ準備していないということでしょうか。 

○教育部学校施設整備担当副参事兼学校施設課長（高橋 潤君） そのようなデータも含め

て、これから策定を検討しますプールの在り方方針の中で明確にしてまいりたいと考えてお

ります。 

○教育長（酒井 泰君） よろしいですか。ほかにご意見、ご質問ございますか。 
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○委 員（日野佳昭君） 検討の方向性１、２、３、４については概ね了解しまして、賛成

いたします。その上で意見を申します。 

 もともとの水泳の目的というのが大事で、指導要項には楽しさや喜び、泳法を身につける

というほかに、水泳の事故防止に関する心得を習得することということが書いてあります。

しかし、学校プールを維持管理する教員の負担と府中市の費用負担は重く、また、特に小学

校の教員に水泳指導の専門性を求めることはできません。民間プールの活用は、事業者のイ

ンストラクターが補助に入っていただければ、安全管理だけでなく水泳指導の基本が学べる

という利点があります。各校ワンクールずつでも利用できると技術の向上が期待できます。

一方、移動時間、交通費等のデメリットもあります。屋内拠点プールの整備は、公共の屋内

プールの整備をしていただきたいと考えております。学校の改築とは別に、市内公共プール

の改築時に学校以外にも利用可能な公共の屋内プールとして建築することが有効だと思いま

す。可能なら郷土の森公園の市民総合プールの改築時に競泳可能な屋内プールを造っていた

だけたらと考えます。学校のプールがなくなることで、学校開放のプールがなくなることの

デメリットも考慮していただきたいと思います。令和８年度を目途に市内プールの存続を考

えるということですが、市内の屋外の公共プールの存続も、今後、学校に屋外プールを造ら

ないということであれば存続が必要と思います。最後に、災害時における防火水、生活水と

しての役割があり、学校プールの廃止も消防署との相談が必要だそうです。以上です。 

○教育長（酒井 泰君） ご意見として承りました。ほかに何かご質問、ご意見ございます

か。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告・連絡の（３）について了承いたします。 

                    ◇                

◎就学支援シート（かけはしシート）の活用について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして、報告・連絡の（４）を指導室、お願いします。 

○指導室長補佐（石渡通暁君） それでは、「就学支援シート（かけはしシート）の活用に

ついて」、説明をいたします。 

資料の４をご覧ください。就学支援シートは、作成を希望する保護者が、小学校入学に当

たって心配なことや配慮が必要なこと、これまでの支援等について小学校入学前に入学する

小学校と情報を共有し、円滑に小学校生活がスタートできるようにするためのツールになり

ます。本市においては、かけ橋期をつなぐ役割を持つシートということで「かけはしシー

ト」という名称にしております。資料の１枚目から３枚目は、保護者等が作成するかけはし

シートの様式、４枚目・５枚目が周知のためのリーフレットとなっております。資料の１枚

目やリーフレットにも記載のとおり、本シートは希望する保護者が任意で作成するもので、

全ての保護者が作成しなければならないものではありません。また、入学先を決めるための

ものではないため、基本的には入学先が決定してから作成をしていただくことを想定してお

ります。本シートの作成に当たっては、子ども発達支援センターはばたきと連携し、庁内の

関係課とプロジェクトチームを設置し、内容や活用方法について検討してきました。また、

小学校や幼稚園、保育所等にもご意見を伺って修正を重ねてきております。今後、令和８年

度入学のお子さんの保護者が活用できるよう、小学校、幼稚園、保育所等への周知のほか、

教育委員会ホームページ、広報ふちゅうでの周知等を検討しているところです。説明は以上
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になります。 

○教育長（酒井 泰君） 何かご質問、ご意見はございますか。 

○委 員（日野佳昭君） 幼・保・小の連携ということでとても良い取組だと思います。た

だ、シートでのやり取りだけでなく、このシートを基にして保育所、幼稚園と小学校との連

携の場をぜひ設けていただけたらと思っております。意見です。 

○教育長（酒井 泰君） ほかにご質問、ご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告・連絡の（４）について了承いたします。 

                    ◇                

◎令和６年度青少年音楽事業について 

◎令和６年度生涯学習関連事業について 

◎令和６年度文化財保護・普及事業等について 

◎令和６年度社会体育事業について 

◎令和６年度図書館利用状況について 

◎令和６年度美術館関連事業について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして報告・連絡の（５）から（１０）を一括して、文化生

涯学習課、お願いします。お願いします。 

○文化生涯学習課長補佐（斎藤麻美君） それでは、文化スポーツ部の令和６年度事業につ

きまして、資料５から１０に基づき一括してご報告いたします。 

 恐れ入りますが、資料５をご覧ください。初めに、「令和６年度青少年音楽事業」につい

て、ご報告いたします。１の「第３９回府中市青少年音楽祭について」でございますが、 

８月２４日土曜日と２５日日曜日の２日間にわたり、合奏の部、合唱の部をそれぞれ開催し、

参加団体数、参加人数は、記載のとおりでございます。なお、当事業は、例年、府中の森芸

術劇場で開催しているものでございますが、令和６年度につきましては、当劇場が改修工事

による休館期間であったことから、学校法人明星学苑児玉九十記念講堂にて開催をいたしま

した。 

 続きまして、２の「青少年音楽団体育成奨励事業について」でございますが、定期演奏会

等の開催に伴う会場使用料を援助し、団体の活動を支援するもので、府中市青少年吹奏楽団

など計２団体から申請があり援助をいたしました。「令和６年度青少年音楽事業」につきま

しては、以上でございます。 

 続きまして、資料６をご覧ください。「令和６年度生涯学習関連事業」につきまして、ご

報告いたします。初めに、１の「公民館事業に関する事項」でございますが、（１）の家庭

教育学級などの全市的事業の実施に係る延べ参加者数が７４７人、地区公民館で実施した５

２事業の延べ参加者数が１,６３１人でございました。２から６までは、毎年実施している事

業で、実績につきましては記載のとおりでございます。７の「生涯学習講座運営事業」につ

きましては、生涯学習センターの指定管理者が行う教養・生活実技講座、スポーツ講座につ

いて記載をしたもので、講座数は合計で５３５講座、４,３３０回実施し、延べ５万９,２６

５人の方にご参加いただきました。 

 ２ページに移りまして、８の「イベント事業」でございますが、１０月に市民の学習成果

の発表の場として「第３１回生涯学習フェスティバル」を開催し、３０の催しを実施、１万
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３５人の方にご参加いただきました。 

 ３ページをご覧ください。こちらは、生涯学習センターの利用状況でございまして、令和

６年度の利用人数合計は、表の最下段に記載のとおり３６万２,２１４人でございました。 

「令和６年度生涯学習関連事業」につきましては、以上でございます。 

 続きまして、資料７をご覧ください。「令和６年度文化財保護・普及事業等」につきまし

て、ご報告いたします。 

 １は、「埋蔵文化財発掘調査の状況」で、調査件数は合計１１１件でございました。 

 ２の「文化財の保護・普及に関する事業の状況」でございますが、（１）の指定等文化財

の件数は、合計７７件、（２）の補助事業は、府中市史談会の活動に対するもので１件、こ

こまでは前年度と変更はございません。（３）の「武蔵国府等展示・活用事業」は、ライト

アップを伴う武蔵府中熊野神社古墳まつりのほか記載のとおり実施をいたしました。 

（４）の「文化財保存・整備事業」は、記載のとおり実施いたしました。 

 続きまして、３の「ふるさと府中歴史館の運営事業」についてでございますが、（１）と

して、国府資料展示室の公開事業、（２）として公文書史料展示室で開催した「くらやみ祭

の歴史と民族」に関する展示、（３）として記載の事業を行いました。 

 ２ページに移りまして、４は、「武蔵府中熊野神社古墳展示館の運営状況」でございます。 

５は、「郷土の森博物館の利用状況」で、博物館全体の入館者数は、３１万４５８人で、前

年度より２万１,２２８人の増。プラネタリウムの観覧者数は、５万３,２０９人で、前年度

より２万１,１８９人の増となっております。入館者数等が増となった理由といたしましては、

博物館本館改修工事に伴い、４月・５月は完全休館をいたしましたが、６月の「あじさいま

つり」が最高入場者数を更新し、令和６年度全体として、昨年度より入館者数が増となった

ものでございます。 

 最後に６の「市史編さん事業」でございますが、府中市市史編さん審議会の開催のほか、

各専門部会委員を中心に資料の調査研究を実施し、新たな市史刊行物として「新府中市史」

の近世通史編、近現代通史編（下）、民俗編、考古・美術工芸編の計４種類の刊行物を発行

し、当該年度をもって、市史編さん事業は完了いたしました。 

 令和６年度文化財保護・普及事業等につきましては、以上でございます。 

 続きまして、資料８をご覧ください。令和６年度社会体育事業につきまして、ご報告いた

します。 

初めに、１の「社会体育指導者育成事業」では、地域スポーツの指導者の資質の向上を目

的として、ジュニアスポーツ講習会のほか、記載の事業を実施いたしました。 

 ２の「スポーツの生活化推進事業」では、市民が自主的に進めるスポーツ活動にコミスポ

リーダー等を派遣したほか、３の「社会体育奨励事業」では、記載の各事業に代表選手等を

派遣いたしました。 

 ４の「市民スポーツ教室運営事業」では、日常生活にスポーツを定着させるため、記載の

スポーツ教室等を実施いたしました。 

 ２ページに移りまして、５の「市民体育大会運営事業」及び６の「スポーツ大会運営事

業」では、日頃の市民のスポーツ活動の成果の発表の機会として、記載の事業を実施いたし

ました。７の「レクリエーション事業」では、家族や仲間と楽しみながら、スポーツに親し
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む機会を提供するため、記載の事業を実施いたしました。８の「スポーツタウン府中発展事

業」では、スポーツに対する関心を喚起するためのイベントなどを実施いたしました。 

 ３ページに移りまして、９の「障害者スポーツ普及啓発事業」では、ボッチャをはじめと

するパラリンピック競技を中心とした障害者スポーツの普及啓発や、東京２０２５デフリン

ピックに向けた大会機運の醸成及び障害理解の促進のため、記載の事業を実施いたしました。 

１０の「トップチーム等連携事業」では、トップチーム連携プロジェクト「ＦＵＣＨＵ－Ｎ

ＥＸＴ」を推進し、「ボールふれあいフェスタ」など、記載の事業を実施いたしました。 

 １１の「ラグビーのまち府中推進事業」では、「ラグビーのまち府中」の推進に向けて、

記載の事業を実施いたしました。１２の「女子野球タウン推進事業」では、女子野球タウン

として、女子野球の普及促進に向け、記載の事業を実施いたしました。 

 ４ページに移りまして、１３の「スポーツ振興活動支援事業」では、スポーツ団体等が行

う各種事業に対して、その経費の一部を補助するなど、記載の支援を実施いたしました。 

１４の「総合体育館スポーツ活動事業」及び１５の「地域体育館スポーツ活動事業」では、

高齢者健康づくり教室など、記載の体育館で各種スポーツ教室を実施いたしました。 

 「令和６年度社会体育事業」につきましては、以上でございます。 

 続きまして、資料９をご覧ください。「令和６年度図書館利用状況」につきまして、ご報

告いたします。令和６年度の中央図書館と地区図書館を合わせた図書貸出し冊数は、   

約１５４万５,０００冊、視聴覚資料と合わせた貸出し総合計は、約１６６万５,０００点で、

前年度と比べ、約１１万点の減となりました。貸出し利用者数についても、前年度と比べ、

約２万２,０００人の減となっております。中央図書館の利用状況でございますが、来館者数

は約５６万５,０００人で、前年度と比べ、約２万５,０００人の増となりました。児童・青

少年サービスでは、「定例おはなし会」、「ちいさい子のためのおはなし会」を、合わせて

３７３回開催し、２,８４３人の参加がありました。また、小・中学校への学級貸出しの総数

は、延べ１万１,２２５冊で、小学校では一クラス平均２６.３冊、中学校では平均０.６冊と

なり、中学校は前年度より減少してございます。 

 次に、電子図書館サービスですが、タイトル数は１万３,１７６点、閲覧貸出し数は３万８,

７０８点で、閲覧貸出し数は前年度と比べ、約４,７００点の増となりました。 

 ２ページをご覧ください。こちらは、図書の購入や寄贈、除籍等に基づきました、各館の

令和６年度末の蔵書数となります。図書資料に加え、視聴覚資料や雑誌・新聞など、新規購

入や買換え、古い資料の廃棄などを行いながら、多くの資料を市民の皆様に提供いたしまし

た。 

 「令和６年度図書館利用状況」につきましては、以上でございます。 

 最後に資料１０をご覧ください。「令和６年度美術館関連事業」につきまして、ご報告い

たします。 

 初めに、１の「展覧会事業」では、令和５年度より年度をまたいで継続開催した「春の江

戸絵画まつり ほとけの国の美術」をはじめ、「吉田初三郎の世界」、「吉田遠志展」、

「アルフォンス・ミュシャ ふたつの世界」、「小西真奈 Ｗｈｅｒｅｖｅｒ」といった展

覧会を開催いたしました。年間の開館日数は２５０日間で、常設展と合わせた年間の入場者

数は合計で２０万１,４６４人となっております。 
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 続きまして、２の「教育普及事業等」では、現役作家に美術館内で実際に作品を制作して

もらう事業「公開制作」や、土曜日の午後を中心に創作活動を行う「アートスタジオ」を実

施いたしました。また、学校教育と連携した「小・中学校美術鑑賞教室」、それぞれの企画

展に関連した事業などを実施いたしまして、計８万１,４９２人の方にご参加いただきました。 

 続いて、３の「市民ギャラリー入場者数」ですが、市内で活動するグループ等の展示や北

多摩地区中学校美術展が行われ、計２万６,８９０人の方が観覧されております。 

 最後に、４の「収集美術作品」は、記載のとおり、寄贈４１点、購入９点となりました。 

 文化スポーツ部の令和６年度事業につきまして、報告は以上でございます。 

○教育長（酒井 泰君） 何かご質問、ご意見ございますでしょうか。 

○委 員（田中亜衣子君） 資料９の図書館の利用新規登録者数ですとか、貸出し利用者数

が大分減っているという印象を受けました。その代わりに電子図書館サービスが増えたとい

うように前年度ご説明いただいていたかと思います。今後も電子図書館サービスの周知です

とか、アクセスのしやすさ等、子供たちも利用できるようにお願いしたいと考えます。以上

です。 

○教育長（酒井 泰君） ほかにご質問、ご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告・連絡の（５）から（１０）について了承いたします。 

                    ◇                

◎郷土の森博物館「プラネタリウム夏番組」について 

◎「御殿地ナイトテラス」の開催について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして報告・連絡の（１１）と（１２）を一括して、ふるさ

と文化財課、お願いします。 

○ふるさと文化財課長補佐（廣瀨真理子君） それでは、ふるさと文化財課から２件、一括

してご報告いたします。 

 資料１１は、郷土の森博物館「プラネタリウム夏番組」についてでございます。８月３１

日日曜日までを投影期間とする夏の番組のご案内です。注目番組としましては、表面にあり

ますオリジナル番組「クイズで星空大冒険！２０２５」となります。スタッフが生解説する

人気の生解説プラネタリウムで、座席にあるボタンを押してクイズに答えながら、夏の夜空

について楽しく学び、回答者の正答率によって宇宙旅行の行き先が変わるというユニークな

双方向型の番組となっております。そのほか裏面にご紹介しておりますとおり、新作も複数

投影する予定でございます。当日夜の星空の解説もセットとなっておりますので、ぜひご覧

いただければと存じます。 

 続きまして、資料１２は「御殿地ナイトテラス」の開催についてでございます。東京競馬

場で開催される花火大会に合わせ、国司館と家康御殿史跡広場を夜間開放いたします。通常

行っていない夜間開放を行うことで、当該史跡の市民等の人気度を上げることとにぎわいの

創出を目的としております。開放時間は午後６時から午後９時までの３時間で、アルコール

を含む飲食を可能としております。入場は事前申込制で、参加費は大人１人５００円、小学

生以下の子供は無料となっております。今年度はキッチンカーや飲食ブースが出店するほか、

ウッドステージでのジャズの演奏や史跡のライトアップ、会場内でのクイズラリーなどを行

う予定としております。報告は以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○教育長（酒井 泰君） 何かご質問、ご意見ございますか。 

○委 員（山下和則君） このイベントは去年もすごいことになっていたと思います。人が

とにかくすごいので、地域住民からクレーム来ないように配慮してもらえればと思います。 

 以上です。意見です。 

○教育長（酒井 泰君） ほかにご質問、ご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告・連絡の（１１）と（１２）について了承いたします。 

                    ◇                

◎令和７年度プール開催日程について 

○教育長（酒井 泰君） 続いて、報告・連絡の（１３）をスポーツタウン推進課、お願い

します。 

○スポーツタウン推進課長補佐（塚本 淳君） それではスポーツタウン推進課より、「令

和７年度プール開催日程について」、資料１３に基づき、ご報告いたします。 

 今年度の屋外プールの開催でございますが、郷土の森総合プールをはじめ、市民プール、

美好水遊び広場、西府プールの３つの地域プールにつきましては、本年７月１９日土曜日か

ら８月３１日日曜日までの日程で開催を、また、府中第十中学校及び府中第十小学校の２校

の学校プールにつきましては、８月の１日金曜日から８月２２日金曜日までの日程で開放を

予定しております。なお、今年度もプールの利用に当たっては、事前予約システムによる入

場管理を継続することにより、利用者の健康状態の事前確認をはじめ、入場時やプール利用

時の過度な混雑の防止など、適切な配慮を行った上で開催してまいります。このほか、詳細

は資料に記載のとおりでございますが、各プールの管理運営に当たりましては、利用者の皆

様に安心してご利用いただけるよう、運営事業者と緊密に連携し、安全管理及び衛生管理の

徹底に努め、引き続き適切な施設運営を図ってまいります。報告は以上でございます。 

○教育長（酒井 泰君） 何かご質問、ご意見はございますか。 

○委 員（日野佳昭君） 今後、学校の屋外プールの建設予定をしないということであれば、

学校開放のプール及び市民プール等の存続を希望いたしております。以上です。 

○教育長（酒井 泰君） ほかに何かご質問、ご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告・連絡の（１３）について了承いたします。 

                    ◇                

◎寄附の採納について 

○教育長（酒井 泰君） 続きまして報告・連絡の（１４）を美術館、お願いします。 

○美術館副館長（鎌田 享君） 美術館から「寄附の採納について」、ご報告いたします。 

 件数は１件で、美術品の購入に供するために寄附されたものでございます。寄附の採納先

は、府中市教育委員会で、美術品購入寄附金となります。寄附品は現金１００万円、寄附者

は匿名、受領日は令和７年５月１５日でございます。なお、府中市教育委員会表彰規程第９

条の規定によりまして、委員会が適当と認めたときは感謝状を贈呈できることとなっており、

取扱い上、１０万円相当額以上の寄附を対象としていますが、今回の寄附者につきましては、

感謝状を辞退する旨のご意向を示しておりますので、贈呈しないことといたします。 

○教育長（酒井 泰君） 何かご質問、ご意見はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告・連絡の（１４）について了承いたします。 
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                    ◇                

◎その他 

○教育長（酒井 泰君） 日程第５、その他ですが、何かございますか。 

○委 員（日野佳昭君） １年くらい前、クリニックに患者さんが来て、強いアレルギーの

人なのですが、高い浄水器をつけて水を変えたら、アレルギー症状が軽くなったという方が

いました。これは絶対ＰＦＡＳだとおっしゃる患者さんがいました。それは水道の他の含有

物かもしれませんし、何だか分かりませんが、立川から流れて府中もＰＦＡＳが高いという

ことになっておりますので、特に学校の水道、地下水の数値は調べておく必要があると思い

ます。他市との比較も含めて、データを教育委員会として持っておかなければ、何か聞かれ

たときに、問題になってくると思います。そういったデータは持っているでしょうか。 

○教育部長（山下隆久君） ＰＦＡＳ問題について、市の環境政策課で井戸水の調査を行っ

ております。これまでも学校の水道水については、基準値の範囲内ということで特にお知ら

せしたことはございませんが、子供たちの安全な環境であることには間違いございませんの

で、そこはご安心いただければと思います。 

○委 員（日野佳昭君） 数値は持っているのですか。 

○教育部長（山下隆久君） 今手元にございませんので、もし必要とあれば今後用意いたし

ます。 

○委 員（日野佳昭君） 用意しなくて良いです。教育委員会で、数値を持っておくように

してください。いつか子供たちの親から質問が来るかもしれません。 

○教育長（酒井 泰君） ほかに何かございますか。よろしいでしょうか。 

                    ◇                

◎教育長報告 

○教育長（酒井 泰君） それでは続きまして、日程第６、教育長報告に移ります。 

 活動状況については、別紙の「令和７年第６回教育委員会定例会教育委員会活動報告書」

のとおりでございます。 

 なお、この報告書は、令和７年５月１０日から令和７年６月１３日までの活動内容となっ

ております。 

 それでは、私からご報告させていただきます。 

 初めに、４月下旬から約１か月をかけまして５月末まで、今年度の学校訪問をさせていた

だき、小学校、中学校ともに１年生の授業を参観いたしました。１年生は新たな環境での学

びに希望を持つとともに不安も抱いていると思うので、その適応状況を見たいと思っての訪

問でございました。実際に授業を参観しまして、先生方のご努力のおかげで、児童・生徒は

新しい学校生活に慣れており、しっかりと授業に集中しておりました。よかったと思うと同

時に、先生方の並々ならぬ努力があればこそと感謝しております。 

 ２点目です。５月１９日月曜日から３０日にかけて、教育管理職の自己申告の面接を行い

ました。校長先生から、今年度各学校で重点的に取り組む活動を中心に説明を受けました。

学力向上と健全育成、特に不登校対応といじめ対策について、そしてタブレット端末等を活

用した指導の充実、教員の働き方の工夫について、各学校の実情に応じた具体的な取組につ

いてご説明を受けました。校長先生の経営方針にのっとった組織的な取組によって、全ての
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小・中学校の教育活動が一層充実することを期待しております。 

 ３点目です。５月２４日土曜日に府中第四小学校と矢崎小学校の運動会を参観いたしまし

た。児童が練習の成果を十分に存分に発揮し、すばらしい演技を披露してくれており、参観

されておりました保護者や地域の皆様も満足していただけたのではないかと思っています。 

 教育委員会のホームページに掲載しておりますが、今年度から６月から９月を熱中症予防

要配慮期間として、様々な取組により児童生徒の安全対策を徹底しております。今ご報告い

たしました運動会については、その実施に当たってはテントを追加配備するとともに、学校

によってはクールダウンのためのミストの設置を働きかけております。 

 なお、これ以外にも熱中症予防対策の取組として、涼を感じる給食も提供しております。

冷たいゼリーや水まんじゅうなどのデザートが例年に比べ提供される回数が増えております。

児童生徒にはとても好評で、限られた予算の中で給食の栄養価、質、量を減らすことなく追

加で提供できるには、栄養士をはじめとする給食センター職員の努力があればこそと感謝し

ております。また、この熱中症対策については、今月から国の規則が改正されまして、事業

主が従業員に対する熱中症対策を確実に講じることが義務づけられました。各学校ではマニ

ュアルを整備し、学校で働く教職員の安全の徹底を図るよう、教育委員会から指示をしてい

るところでございます。 

 次に、６月１日日曜日には、府中市・東京消防庁第八消防方面合同総合水防訓練に参加い

たしました。万が一に備え、児童・生徒及び保護者、近隣の住民の方々が適切に自らの命を

守る行動が取れるように、学校での避難訓練や避難所開設訓練が計画的に実施されることの

重要性を改めて確認をさせていただきました。 

 最後に、昨年、ともに市制施行７０周年を迎えた広島県府中市からアジサイの寄贈を受け、

その贈呈式が６月５日木曜日、郷土の森博物館で行われました。今年の３月に本市のケヤキ

を広島県府中市に贈ったお礼として頂いたものです。両市の結びつきを表すものですが、こ

れをよいきっかけとして、相互の学校間の連携した取組に発展させていきたいとその準備を

今進めているところでございます。 

 私からの報告は以上です。 

                    ◇                

◎教育委員報告 

○教育長（酒井 泰君） 日程第７、教育委員報告に移ります。活動状況については、別紙

のとおりでございます。まず初めに、日野委員お願いします。 

○委 員（日野佳昭君） ２点、報告します。 

 ５月１１日、オンラインで令和７年度教育施策連絡協議会を視聴しました。第５次東京都

教育ビジョンと教育施策大綱について、東京の目指す教育の実現に向けた３つの学びの重点

事項の解説でした。新しいステージにおける教育の展開として、学習支援システムの導入、

生成ＡＩの活用、グローバル人材の育成など、多様な学びの場と居場所を学校内外に整備す

るための取組として、スクールカウンセラーの配置拡大、特別支援学校等卒業後の学びの充

実、ダイバーシティスクール推進校、不登校等への充実としてのチャレンジクラス、チャレ

ンジスクール、学校における働き方改革の抜本的な推進でありました。私の感想ですが、不

登校に関しては最重要課題として取り組んできましたが、増加の一途をたどっております。
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何か違ったアプローチも必要と考えています。 

 働き方改革についても、業務の効率化や時間外勤務を減らすことが中心となり、子供たち

との関わりの時間が犠牲になってはいないかという懸念があります。在校時間を減らしても

自宅で授業の準備などに時間が取られることとなり、働き方改革の趣旨が違ってきます。 

 また、スキルアップ研修や研究など自らの研さんをされている先生方にとっても、業務の

多さは負担となっていると想像します。根本的には職員数の増員に解決策があると考えてお

ります。 

 ６月４日、小中連携の日で、八中を視察しました。授業参観の後の分科会は、生活児童支

援でした。メンバーの多くは養護教諭やスクールカウンセラー、支援員の先生方です。アプ

リのエピソードメモに教育相談の面接を記入し、情報を共有しているそうです。 

 特別支援教育では、学習障害児などにタブレットやデジタル教科書を有効に使用している

そうです。また、小学校から課題の児童が中学生となり、どのような生活をしているか、ど

のような支援が必要かなど、協議されておりました。結論はやはり、教職員、支援員の増員

と給与増が必要ということで、毎回同じ結論で話が終わるとお聞きし、現場の先生方のご苦

労がよく伝わってきました。以上です。 

○教育長（酒井 泰君） ありがとうございました。続きまして、山下委員、お願いします。 

○委 員（山下和則君） ５月１９日に府中第二中学校の運動会を参観してきました。一つ

感心したことがありまして、セキュリティーの件で、保護者にＱＲコードを事前に送って読

み取り、入場者を管理していました。ＰＴＡ会長にお話を聞くと、今回初めての試みでチャ

レンジしてみるということでありました。私が会長を務めていたときは、まだデジタル関係

がそこまで発達していなかったので、時代が変わったと思いました。また、新しいことに挑

戦することはとても勇気の要ることですが、やってみないと分からないところもあると思い

ますので、ぜひ検討、あと成果を考え、次につなげてもらえればと思いました。 

 運動会は、天候も暑過ぎずちょうどよかったと思います。生徒たちの声援やそれぞれの運

営等に一生懸命な姿、思い切り駆け抜けていく姿にいつも感動を覚えます。 

 ５月２４日、府中第三小学校の運動会に参観してまいりました。三小は校庭が使えず、場

所を陸上競技場での開催でした。途中からの参観でしたが、競技場の外からは音楽や声援が

聞こえてきて、何か別な大きなイベントをやっているような感じがしました。競技場の中に

入りますと、観覧席から見る運動会はとても新鮮で、気分も高まったりしました。子供たち

もそういう雰囲気に飲まれてなのか、恥ずかしがる子供や、堂々としている子供や、慣れな

い会場でそれぞれ個性を分けて楽しい運動会を参観できました。三小は久しぶりに広い会場

でできたことがとてもよかったと思いました。 

 ５月１９日に東京都市町村教育委員会連合会の定期総会に出席してまいりました。滞りな

く議事が終わりましたことを、ここにご報告させてもらいます。 

 ５月２１日、全国市町村教育委員会連合会定期総会に出席しました。そこで私は会計監査

に任命されました。予算が多く、プレッシャーもありますが、任務を遂行していこうと思い

ます。また、無事に滞りなく議事が終わりましたことをご報告させていただきます。 

 以上です。 

○教育長（酒井 泰君） ありがとうございました。続きまして、田中委員、お願いします。 
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○委 員（田中亜衣子君） ５月２０日、第６回府中市総合計画審議会に出席し、基本目標

３、文化・学習と基本目標４、都市基盤・産業につき、第５回審議会を踏まえた修正案を確

認しました。教育に関する部分が含まれ、表現が非常に難しいと感じる部分がございました

が、多く寄せられた意見については、結果修正に至らなかった部分についても、十分な検討

や今後の情報発信の参考とする旨を伺ってきました。 

 続いて、行財政運営重点プロジェクトについて意見交換がなされました。このように後期

基本計画は、起草委員会意見、審議会意見を得て、用語の統一や分かりやすさ、前向きな姿

勢と同時に、冷静な分析を備えて発信されますので、市民生活の助力となるよう願っており

ます。 

 ５月２４日、南白糸台小学校の運動会に朝一番から参観いたしました。事前に児童用テン

トの十分な確保など熱中症対策にご尽力いただいておりましたが、当日は涼しい気候で、安

心して参観できました。動き回る児童に対しても、給水休憩を促す度々のアナウンスがあり、

安全に時間どおり運営していただけたようです。 

 また、終了時は多くのテントの撤去等の対応のため心配されていた人手も問題なかった旨

のご意見をお聞きしました。 

 さて、このたび府中芸術の森劇場がリニューアルオープンし、ホール前は以前にも増した

にぎわいが見られるようになり、通りかかるたび楽しい気持ちになっております。昨年、小

学校ではホールのリニューアル工事に関係するか分かりませんが、学校の体育館において外

部の招待による人形劇が開催されたと記憶しております。年に一度のことだったにもかかわ

らず子供たちの間で印象深く記憶され、度々話題に出ているように見受けられます。ぜひ新

しくなった芸術の森劇場のホールにおいても、多くの子供たちにコンサート等に触れる機会

が増えてほしいと考えております。以上です。 

○教育長（酒井 泰君） ありがとうございました。それでは、ここで定例会を中断いたし

ます。恐れ入りますが、傍聴者及び説明員などの関係者以外の職員は、ご退席をお願いいた

します。 

午後４時３９分中断 

               ◇                

午後４時４０分再開 

               ◇                

◎第３９号議案 臨時代理による処理の承認を求めることについて（府中市教育委員会 

事務局職員の人事異動について） 

◎第４６号議案 府中市教育委員会事務局職員の人事異動について 

（非公開会議により非公開） 

               ◇                

午後４時４４分閉会 
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以上、会議のてん末を記載してその相違ないことを証

するため、ここに署名する。 

 
令和７年１２月１８日 

 
府中市教育委員会教育長 

               酒井  泰 

 

      府中市教育委員会委員 

               山下 和則 

 

 

 

 

 

 


